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• はじめに

ガンマ分布の形状パラメータの推定について、最尤推定を行い場合にはスコア関数にdigamma

関数が出てくることで解析的に求めることができない。一方で、モーメント方による推定量
に関しては解析的に導出されるものの、MLに対してより不安定なものとなる。

Ye, Z.-S. and Chen, N. (2017)では一般化ガンマ分布の３つのパラメータに関するスコア関
数を導出し、その解を解く上で事後的に追加的なパラメータである￥gaをおくことで解析
的な解を導出している。本研究においては score-adjusted moethodにより、同様の結果を求
め、その解析的に求めることが可能な推定量について漸近的な性質を調べる。特に、ガンマ
分布の分散の漸近分散がモーメント方よりも小さく、かつMLEの漸近分散に近いものであ
ることを示した。推定量の性質について、simulationおよび実データ解析の側面からも妥当
性を鑑みる。

• 発表内容

３つの推定量の漸近分散をそれぞれMLEについては σ̂2ML,モーメント法については σ̂2MM、
score-adjusted については σ̂2SAとする。
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asym.var(σ̂2SA) =α2β4 + αβ4{3 + α2ψ1(α)},
asym.var(σ̂2MM ) =2α(α+ 3)β4.

Proposition 0.2 ３つの漸近分散について、以下の不等式が成り立つ。

asym.var(σ̂2ML) < asym.var(σ̂2SA) < asym.var(σ̂2MM ).

また、上記を示す上で必要な trigamma関数,ψ1(α),の上限と下限について以下が言える。

Lemma 0.1 任意の α > 0について,
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